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(57)【要約】
【課題】本発明は、良好な静置流動性、および良好な連続印刷適性を有する活性エネルギ
ー線硬化型インキの提供を目的とする。
【解決手段】下記一般式（１）で示される化合物、（メタ）アクリレート化合物、樹脂お
よび顔料を含有する、活性エネルギー線硬化型インキ。
一般式（１）　　　Ｑ－（－Ｘ－Ｙ）ｎ
（式中、Ｑはｎ価の有機色素残基、ｎは１～４の整数、Ｘは直接結合（Ｘを介さずＱ－Ｙ
となるもの）、－ＣＯＮＨ－Ｙ２－、－ＳＯ２ＮＨ－Ｙ２－または－ＣＨ２ＮＨＣＯＣＨ

２ＮＨ－Ｙ２－、ただし、Ｙ２は直接結合（Ｙ２を介さずＹと結合する）、または置換基
を有してもよいアルキレン基またはアリーレン基、Ｙは、一般式（２）で示される基）
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で示される化合物、（メタ）アクリレート化合物、樹脂および顔料を
含有する、活性エネルギー線硬化型インキ。
一般式（１）　　　Ｑ－（－Ｘ－Ｙ）ｎ
（式中、Ｑはｎ価の有機色素残基、ｎは１～４の整数、Ｘは直接結合（Ｘを介さずＱ－Ｙ
となるもの）、－ＣＯＮＨ－Ｙ２－、－ＳＯ２ＮＨ－Ｙ２－または－ＣＨ２ＮＨＣＯＣＨ

２ＮＨ－Ｙ２－、ただしＹ２は直接結合（Ｙ２を介さずＹと結合する）、または置換基を
有してもよいアルキレン基またはアリーレン基、Ｙは、下記一般式（２）で示される基）
一般式（２）
【化１】

（式中、Ｙ３は、水素原子、ハロゲン原子、－ＮＯ２、－ＮＨ２または－ＳＯ３Ｈ、ｋは
１～４の整数、ｋ=１～３の場合、Ｙ３はベンゼン環のカルボキシル基結合部位を除く任
意の位置に結合、ただし、Ｙ３が水素原子の場合はｋは４、その他の場合でｋが１～３の
場合は残りのＹ３は水素原子、ｍは１～６の整数を表す。）
【請求項２】
　活性エネルギー線硬化型インキ中に前記一般式（１）で示される化合物を０．０１～１
０質量％含む、請求項１記載の活性エネルギー線硬化型インキ。
【請求項３】
　前記樹脂がジアリルフタレート樹脂である請求項１または２記載の活性エネルギー線硬
化型インキ。
【請求項４】
　オフセット印刷用インキであることを特徴とする、請求項１～３いずれか１項に記載の
活性エネルギー線硬化型インキ。
【請求項５】
　基材と、請求項１～４記載の活性エネルギー線硬化型インキの硬化物であるインキ層と
を備えた、印刷物。
 

 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、活性エネルギー線硬化型印刷用インキに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、オフセット印刷は、活性エネルギー線硬化型インキが活性エネルギー線の瞬間照
射により瞬時乾燥（硬化）が可能であるため、印刷直後から後加工（書籍化、パッケージ
の断裁、折り加工、ニス塗工など）が実施でき、短納期化が可能になり生産性が大きく向
上できるため、1日程度の乾燥時間を要する酸化重合型インキからの代替が急速に進んで
いる。
【０００３】
　オフセット印刷用インキは、インキ中で顔料は、微細に分散された状態で存在しており
、これが良好な印刷紙面の品質（色再現性、光沢、透明性等）を得る上で必要不可欠であ
る。
【０００４】
　一方、オフセット印刷は、印刷版上で非画線部に湿し水が供給されることでインキと湿
し水の反発によりインキ層の画像を形成し、得られた画像がブランケットを介して紙面へ
転写され印刷物を得る印刷方式である。そのため連続印刷中は、通常インキ中へ湿し水が
混入しインキが乳化された状態で使用される。さらに連続印刷する枚数の多い長時間の印
刷では継続的にインキ中に湿し水が供給され乳化が進行する。この乳化が進行していく状
態において、オフセット印刷用インキは、印刷初期から終了にかけて同等性能の印刷物（
印刷初期から終了までの、各印刷紙面間の印刷濃度の変化が小さいこと、乳化されたイン
キによる汚れ（地汚れ）が発生しないこと）が得られること、かつ乳化されたインキによ
る印刷機の汚れ（乳化したインキが印刷機の湿し水供給ローラ上へ付着し汚れが発生する
こと（湿し水供給ローラの汚れは湿し水の供給量を不安定化するため印刷機を停止した洗
浄が必要となり生産性が低下する））が発生しにくいこと、等の適性（以下、総称して連
続印刷適性という）を具備する必要がある。これらの適性を保持するためには、乳化状態
においても、顔料が微細に分散された状態が適切な範囲で維持される必要がある。
【０００５】
　また、オフセット印刷用インキは、顔料が微細に分散されているため粘性面ではチキソ
トロピック性が高くなりインキの静置流動性が低下する。静置流動性が低いインキは、長
時間の印刷を行うと印刷機内のインキ供給元であるインキつぼ内でインキの流動性が低下
してしまう。そのため、印刷機への（印刷版への）インキ供給が滞り印刷紙面の濃度低下
が発生し紙面品質が損なわれる問題がある。
【０００６】
　そこで、特許文献１では、３官能（メタ）アクリレートとポリエステルを顔料分散に使
用した活性エネルギー線硬化型印刷用インキが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－３４２５１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、従来の活性エネルギー線硬化型インキは、酸化重合型インキに比べ、連続印刷
適性および静置流動性が著しく劣っていた。そのため、連続印刷時の初期の印刷品質が、
終期には維持し難く印刷品質が低下しやすい問題があった。さらに、乳化したインキによ
る湿し水供給ローラの汚れが発生しやすく、紙面品質の低下が起こるため、印刷を停止し
て湿し水供給ローラを洗浄する回数が増えることで生産性が低下する問題があった。
【０００９】
　本発明は、良好な静置流動性、および良好な連続印刷適性を有する活性エネルギー線硬
化型インキの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の活性エネルギー線硬化型インキは、下記一般式（１）で示される化合物、（メ
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タ）アクリレート化合物、樹脂および顔料を含有する。
一般式（１）　　　Ｑ－（－Ｘ－Ｙ）ｎ
（式中、Ｑはｎ価の有機色素残基、ｎは１～４の整数、Ｘは直接結合（Ｘを介さずＱ－Ｙ
となるもの）、－ＣＯＮＨ－Ｙ２－、－ＳＯ２ＮＨ－Ｙ２－または－ＣＨ２ＮＨＣＯＣＨ

２ＮＨ－Ｙ２－、ただしＹ２は直接結合（Ｙ２を介さずＹと結合する）、または置換基を
有してもよいアルキレン基またはアリーレン基、Ｙは、下記一般式（２）で示される基）
一般式（２）
【００１１】
【化１】

【００１２】
（式中、Ｙ３は、水素原子、ハロゲン原子、－ＮＯ２、－ＮＨ２または－ＳＯ３Ｈ、ｋは
１～４の整数、ｋ=１～３の場合、Ｙ３はベンゼン環のカルボキシル基結合部位を除く任
意の位置に結合、ただし、Ｙ３が水素原子の場合はｋは４、その他の場合でｋが１～３の
場合は残りのＹ３は水素原子、ｍは１～６の整数を表す。）
【発明の効果】
【００１３】
　上記の本発明によれば、一般式（１）で示される化合物を使用することで、顔料に微細
な分散状態の安定性が向上することで、連続印刷適性が向上したことに加え、インキのチ
キソトロピック性を低下できたことで良好な静置流動性が得られた。
【００１４】
　本発明により良好な静置流動性、および良好な連続印刷適性を有する活性エネルギー線
硬化型インキを提供できる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　まず、本発明で用いる用語を定義する。本発明における活性エネルギー線とは、（メタ
）アクリロイル基が基底状態から遷移状態に励起するのに必要なエネルギーを有する紫外
線、電子線等を意味する。また、（メタ）アクリレート化合物は、アクリロイル基または
メタクリロイル基を有する化合物である。また、モノマーは、エチレン性不飽和二重結合
含有単量体である
【００１６】
　本発明の活性エネルギー線硬化型インキは、下記一般式（１）で示される化合物、（メ
タ）アクリレート化合物、および樹脂を含有する。
一般式（１）　　　Ｑ－（－Ｘ－Ｙ）ｎ
（式中、Ｑはｎ価の有機色素残基、ｎは１～４の整数、Ｘは直接結合（Ｘを介さずＱ－Ｙ
となるもの）、－ＣＯＮＨ－Ｙ２－、－ＳＯ２ＮＨ－Ｙ２－または－ＣＨ２ＮＨＣＯＣＨ

２ＮＨ－Ｙ２－、ただしＹ２は直接結合（Ｙ２を介さずＹと結合する）、または置換基を
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有してもよいアルキレン基またはアリーレン基、Ｙは、下記一般式（２）で示される基）
一般式（２）
【００１７】
【化２】

【００１８】
（式中、Ｙ３は、水素原子、ハロゲン原子、－ＮＯ２、－ＮＨ２または－ＳＯ３Ｈ、ｋは
１～４の整数、ｋ=１～３の場合、Ｙ３はベンゼン環のカルボキシル基結合部位を除く任
意の位置に結合、ただし、Ｙ３が水素原子の場合はｋは４、その他の場合でｋが１～３の
場合は残りのＹ３は水素原子、ｍは１～６の整数を表す。）
【００１９】
　本発明の活性エネルギー線硬化型インキ（以下、インキともいう）は、印刷インキとし
て使用できる。印刷インキは、例えばオフセット印刷、グラビア印刷、フレキソ印刷、ス
クリーン印刷等、公知の印刷方法で使用できるところ、オフセット印刷が好ましい。
【００２０】
　本発明のインキは、（メタ）アクリレート化合物と、樹脂と、顔料と、一般式（１）で
示される化合物とを含むところ、光硬化型インキである場合、さらに光重合開始剤を含む
ことが好ましい。これに対して、インキが電子線硬化型インキの場合、必ずしも光重合開
始剤を含む必要はない。
【００２１】
　本発明において（メタ）アクリレート化合物は、（メタ）アクリロリル基を１つ以上有
する化合物である。（メタ）アクリレート化合物は、通常、活性エネルギー線硬化型イン
キに使用されている化合物を使用できる。そのため、（メタ）アクリレート化合物は、例
えば、単官能モノマー、２官能モノマー、３官能モノマー、４官能以上のモノマーを使用
することができるところ、特に印刷物の乾燥性（硬化性ないし重合性ともいう）の観点か
ら３官能以上のモノマーを組み合わせて使用することが好ましい。乾燥性が十分であれば
、ブロッキング（重ね置きした印刷物の下側印刷物のインキが上側印刷物の裏側に付着す
ること）、擦れ（印刷部が他の紙面とのこすれなどで傷がつくこと）等が発生せず品質が
良好な印刷物を作製できる。
【００２２】
　３官能以上のモノマーとしては以下のものが挙げられる。
【００２３】
　３官能モノマーは、例えばグリセリントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロ
パントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリカプロラクトネートトリ（
メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、トリメチロール
ヘキサントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールオクタントリ（メタ）アクリレート
、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
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【００２４】
　４官能以上のモノマーは、例えばペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、
ペンタエリスリトールテトラカプロラクトネートテトラ（メタ）アクリレート、ジグリセ
リンテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレー
ト、ジトリメチロールプロパンテトラカプロラクトネートテトラ（メタ）アクリレート、
ジトリメチロールエタンテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールブタンテトラ（
メタ）アクリレート、ジトリメチロールヘキサンテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメ
チロールオクタンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）
アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリペンタエリス
リトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトールヘプタ（メタ）アクリ
レート、トリペンタエリスリトールオクタ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリト
ールポリアルキレンオキサイドヘプタ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００２５】
　３官能以上のモノマーとして、これらのモノマーに、脂肪族アルコール化合物のアルキ
レンオキサイド付加体を反応させた（メタ）アクリレートの変性体も好ましい。脂肪族ア
ルコール化合物のアルキレンオキサイド付加体（メタ）アクリレートモノマーは、脂肪族
アルコール化合物のモノまたはポリ（例えば、アルキレンオキサイドの２～２０ユニット
付加体）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体が好ましい。アルキレンオキサ
イドは、例えばエチレンオキサイド、プロピレンオキサイド、ブチレンオキサイド、ペン
チレンオキサイド、ヘキシレンオキサイド等が好ましい
【００２６】
　前記変性体のうち３官能モノマーは、例えばグリセリンポリ（２～２０）アルキレン（
炭素数２～２０）オキサイド付加体トリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパン
ポリ（Ｃ２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体トリ（メタ）アクリ
レート、トリメチロールエタンポリ（２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイ
ド付加体トリ（メタ）アクリレート、トリメチロールヘキサンポリ（２～２０）アルキレ
ン（炭素数２～２０）オキサイド付加体トリ（メタ）アクリレート、トリメチロールオク
タンポリ（２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体トリ（メタ）アク
リレート、ペンタエリスリトールポリ（２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサ
イド付加体トリ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００２７】
　また、前記変性体のうち４官能以上のモノマーは、例えばペンタエリスリトールポリ（
２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体テトラ（メタ）アクリレート
、ジトリメチロールプロパンポリ（炭素数２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキ
サイド付加体テトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパンポリ（炭素数２～
２０）アルキレンオキサイドテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパンテ
トラカプロラクトネートテトラ（メタ）アクリレートジトリメチロールエタンポリ（炭素
数２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体テトラ（メタ）アクリレー
ト、ジトリメチロールブタンポリ（炭素数２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキ
サイド付加体テトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールヘキサンポリ（炭素数２～
２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体テトラ（メタ）アクリレート、ジ
トリメチロールオクタンポリ（炭素数２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイ
ド付加体テトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールポリ（炭素数５～２０）
アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体ペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタ
エリスリトールポリ（炭素数２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体
ヘキサ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサカプロラクトネートポリ（
２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体ヘキサ（メタ）アクリレート
トリペンタエリスリトールポリ（炭素数２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサ
イド付加体ヘプタ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトールポリ（炭素数２～２
０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド付加体オクタ（メタ）アクリレート、トリ
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ペンタエリスリトールポリ（炭素数２～２０）アルキレン（炭素数２～２０）オキサイド
付加体ヘキサ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００２８】
　（メタ）アクリレート化合物は、単独または２種類以上を併用できる。
【００２９】
　（メタ）アクリレート化合物は、インキを作製することが可能であれば任意の含有量で
インキ中に使用することができる。例えば、印刷インキ中に１０～６０質量％の範囲で使
用することが好ましい。これにより十分な乾燥性が得られる。
【００３０】
　本発明において樹脂は、熱可塑性樹脂および熱硬化性樹脂が好ましい。樹脂を含むとイ
ンキは、粘度が向上し、耐乳化性を向上する。樹脂は、（メタ）アクリレート化合物との
相溶性が良好で溶解可能な樹脂が好ましい。なお溶解性は、樹脂５０ｇおよびジトリメチ
ロールプロパンテトラアクリレートまたはジペンタエリスリトールヘキサアクリレート５
０ｇとを容器に仕込み、１００℃で熱溶解させる。次いで２５℃で一日放置後、樹脂の析
出ないし溶液の濁り等が新たに生じないことである。なお、前記熱溶解後、前記溶液には
、印刷物の品質に影響がない程度の濁りがあっても良い。
樹脂は、例えばポリエステル、ポリ塩化ビニル、ポリ（メタ）アクリル酸エステル、エポ
キシ樹脂、ポリウレタン、石油（系）樹脂、セルロース誘導体（例えば、エチルセルロー
ス、酢酸セルロース、ニトロセルロース）、塩化ビニル酢酸ビニル共重合体、ポリアミド
、ポリビニルアセタール、ジアリルフタレート樹脂、ポリビニルアセタール樹脂、ブタジ
エン－アクリルニトリル共重合体のような合成ゴム等が挙げられる。これらの中でもジア
リルフタレート樹脂は、一般式（１）で示される化合物と併用した場合、連続印刷適性、
静置流動性が著しく向上するため特に好ましい。ジアリルフタレート樹脂は、オルソジア
リルフタレート樹脂、イソジアリルフタレート樹脂のいずれを使用することも可能であり
、これらを単独または併用できる。
　樹脂は、単独または２種類以上を併用できる。
【００３１】
　樹脂の質量平均分子量（Ｍｗ）は、１，０００～１，０００，０００が好ましく、１０
，０００～１００，０００がより好ましい。
【００３２】
　樹脂は、顔料１００質量部に対して、５～２５質量部含有することが好ましい。この範
囲であれば、一般式（１）で示される化合物と併用した場合、連続印刷適性および静置流
動性がより向上する。
【００３３】
　本発明において顔料は、公知の顔料であり有機顔料、無機顔料が好ましい。
有機顔料は、β－ナフトール系、β－オキシナフトエ酸系、β－オキシナフトエ酸系アニ
リド系、アセト酢酸アニリド系、ピラゾロン系等の溶性アゾ顔料；β－ナフトール系、β
－オキシナフトエ酸系アニリド系、アセト酢酸アニリド系モノアゾ、アセト酢酸アニリド
系ジスアゾ、ピラゾロン系などの不溶性アゾ顔料。銅フタロシアニンブルー、ハロゲン化
（例えば、塩素化または臭素化）銅フタロシアニンブルー、スルホン化銅フタロシアニン
ブルー、金属フリーフタロシアニンなどのフタロシアニン系顔料。キナクリドン系、ジオ
キサジン系、スレン系（ピラントロン、アントアントロン、インダントロン、アントラピ
リミジン、フラバントロン、チオインジゴ系、アントラキノン系、ペリノン系、ペリレン
系など）、イソインドリノン系、金属錯体系、キノフタロン系、ジケトピロロピロール系
などの多環式顔料および複素環式顔料、無機顔料はカーボンブラックなどの公知公用の各
種顔料が使用できる。
【００３４】
　有機顔料をＣ.Ｉ.カラーインデックスで示すと、例えばピグメントイエロー（以下ＰＹ
と略す）１、ＰＹ３、ＰＹ１２、ＰＹ１３、ＰＹ１４、ＰＹ１７、ＰＹ１８、ＰＹ２４、
ＰＹ７４、ＰＹ８３、ＰＹ９３、ＰＹ９４、ＰＹ９５、ＰＹ１００、ＰＹ１０８、ＰＹ１
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Ｙ１５５、ＰＹ１６７、ＰＹ１８０、ＰＹ１８５等、ピグメントレッド（以下ＰＲと略す
）1、ＰＲ３、ＰＲ５、ＰＲ２１、ＰＲ１１４、ＰＲ４８、ＰＲ４９、ＰＲ５０、ＰＲ５
２、ＰＲ５７、ＰＲ５７：１、ＰＲ８１、ＰＲ８３、ＰＲ９０、ＰＲ１２２、ＰＲ１４４
、ＰＲ１４６、ＰＲ１４７、ＰＲ１４８、ＰＲ１５０、ＰＲ１６６、ＰＲ１７０、ＰＲ１
７６、ＰＲ１７７、ＰＲ１６８、ＰＲ１６９、ＰＲ１７２、ＰＲ１７３、ＰＲ１７４、Ｐ
Ｒ１８４、ＰＲ１８５、ＰＲ１８７、ＰＲ１９３、ＰＲ２０２、ＰＲ２１４、ＰＲ２４２
、ＰＲ２５４、ＰＲ２５５、ＰＲ２６４、ＰＲ２６６、ＰＲ２６９等、ピグメントブルー
（以下ＰＢと略す）１、ＰＢ２、ＰＢ１４、ＰＢ１５、ＰＢ１５：１、ＰＢ１５：２、Ｐ
Ｂ１５：３、ＰＢ１５：４、ＰＢ１５：６、ＰＢ６０、ＰＢ６２等、ピグメントバイオレ
ット（以下ＰＶと略す）１、ＰＶ２、ＰＶ３、ＰＶ４、ＰＶ１２、ＰＶ２３、ＰＶ３９、
ピグメントグリーン（以下ＰＧと略す）１、ＰＧ２、ＰＧ３、ＰＧ４、ＰＧ７、ＰＧ３６
、ＰＧ４５、ＰＧ５８等、ピグメントブラウン２５、ピグメントオレンジ（以下ＰＯと略
す）５、ＰＯ１３、ＰＯ３４、ＰＯ３６、ＰＯ３８、ＰＯ３９、ＰＯ５１、ＰＯ７４等、
　無機顔料をＣ.Ｉ.カラーインデックスで示すと、例えばピグメントブラック（以下ＰＢ
Ｌと略す）ＰＢＬ７等が挙げられる。
【００３５】
　顔料は、印刷紙面上に目的の濃度が再現可能であれば任意の含有量でインキ中に使用す
ることが可能である。例えば、インキ中に５～３０質量％含有することが一般的である。
【００３６】
　本発明において一般式（１）で示される化合物は、樹脂と併用して顔料の分散に使用す
ることが好ましい。インキが一般式（１）で示される化合物を含むと樹脂と顔料の親和性
が大きく向上し、顔料の微細な分散状態を安定的に維持できる。これは印刷時に乳化した
インキ中でも同様に安定的な顔料の微細な分散状態を保持できるため連続印刷が向上する
。また、同時にインキの粘性は、チキソトロピック性が低下するため静置安定性が向上す
る。
【００３７】
　一般式（１）で示される化合物は、Ｑ－（－Ｘ－Ｙ）ｎ　である。
ただし、式中、Ｑはｎ価の有機色素残基、ｎは１～４の整数、Ｘは直接結合（Ｘを介さず
Ｑ－Ｙとなるもの）、－ＣＯＮＨ－Ｙ２－、－ＳＯ２ＮＨ－Ｙ２－または－ＣＨ２ＮＨＣ
ＯＣＨ２ＮＨ－Ｙ２－、ただしＹ２は直接結合（Ｙ２を介さずＹと結合する）、または置
換基を有してもよいアルキレン基またはアリーレン基、Ｙは、下記一般式（２）で示され
る基であり、一般式（２）は、下記化学式で示される。
【００３８】
一般式（２）
【００３９】
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【化３】

【００４０】
ただし式中、Ｙ３は、水素原子、ハロゲン原子、－ＮＯ２、－ＮＨ２または－ＳＯ３Ｈ、
ｋは１～４の整数、ｋ=１～３の場合、Ｙ３はベンゼン環のカルボキシル基結合部位を除
く任意の位置に結合、ただし、Ｙ３が水素原子の場合はｋ＝４、その他の場合でｋ＝１～
３の場合は残りのＹ３は水素原子、ｍは１～６の整数を表す。
【００４１】
　ここで一般式（１）で示される化合物におけるＱは、ｎ価の有機色素残基である。かか
る有機色素残基は、被分散体である有機色素に由来することが好ましい。これにより一般
式（１）で示される化合物は、Ｑが顔料親和部位となり、－（－Ｘ－Ｙ）ｎ部位が分散安
定化部位となるためインキ中で顔料の微細な分散状態を安定的に維持し易い。
【００４２】
　一般式（１）で示される化合物は任意の構造を使用可能であるところ、－（－Ｘ－Ｙ）
ｎ部位は、フタルイミドメチル基（Ｘは直接結合、Ｙ（フタルイミド基）はｍ＝１、Ｙ３
：水素原子、ｋ＝４）であることが好ましい。フタルイミドメチル基を有すると、樹脂と
の親和性がより向上するため、インキの連続印刷適性、および静置流動性がより向上する
。
【００４３】
　インキ中に顔料として銅フタロシアニンを用いる場合、Ｑは銅フタロシアニン残基が好
ましく、下記化学式（１）で示される化合物および化学式（２）で示される化合物が好ま
しい。なお、銅フタロシアニン残基には置換基としてフタルイミドメチル基（フタルイミ
ドメチレン基ともいう）を導入した。
【００４４】
化学式（１）
【化４】
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化学式（２）
【化５】

【００４６】
化学式（１）および化学式（２）ともＣｕ-ｐｃは、銅フタロシアニン残基
【００４７】
　また、顔料としてキナクリドンを用いる場合、Ｑはキナクリドン残基が好ましく、下記
化学式（３）で示される化合物が好ましい。などキナクリドン残基には置換基としてフタ
ルイミドメチル基を導入した。
【００４８】
化学式（３）
【００４９】
【化６】

【００５０】
ただし、ＱＲＮは、キナクリドン残基
【００５１】
　また、顔料としてピグメントイエロー１２を用いる場合、Ｑはピグメントイエロー残基
が好ましく、下記化学式（４）で示される化合物が好ましい。なお、ピグメントイエロー
１２残基には置換基としてフタルイミドメチル基を導入した。
【００５２】
化学式（４）
【００５３】
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【化７】

【００５４】
ただし、ＰＹ１２は、ピグメントイエロー１２残基
【００５５】
　また、顔料としてピグメントイエロー１３を用いる場合、Ｑはピグメントイエロー１３
残基が好ましく、下記化学式（５）で示される化合物が好ましい。なお、ピグメントイエ
ロー１３残基には置換基としてフタルイミドメチル基を導入した。
化学式（５）
【００５６】
【化８】

【００５７】
ただし、ＰＹ１３は、ピグメントイエロー１３残基
【００５８】
　なお、本発明に用いる顔料および一般式（１）で示される化合物は、上記の組合せに限
定されないことはいうまでもない。
【００５９】
　一般式（１）で示される化合物は、公知の合成方法で作製できる。例えば、有機顔料を
変性する方法、または原料に置換基をあらかじめ導入し、その後合成する方法等により作
製できる。また、例えば特開２００７－１９１６９９に記載された方法も挙げられる。シ
アン顔料の場合は、例えばフタロシアニン顔料を変性して合成することができる。イエロ
ー顔料の場合は、例えばＰＹ１２を原料として置換基を導入し合成することができる。
導入する置換基は、酸性置換基、塩基性置換基、中性置換基等が挙げられる。
【００６０】
　一般式（１）で示される化合物は単独、または２種類以上を併用できる。
【００６１】
　一般式（１）で示される化合物は、例えば、インキ中に０．０１～１０質量％を含有す
ることが好ましく、０．１～３質量％がより好ましく、０．２～２質量％がさらに好まし
い。この範囲であれば連続印刷適性、静置流動性がさらに向上し、インキの色相を良好に
維持できる。
【００６２】
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　インキが、光硬化型インキの場合、光重合開始剤を含むことができる。光重合開始剤は
、一般的な光開裂型開始剤、水素引き抜き型開始剤が好ましい。光開裂型開始剤は、アシ
ルフォスフィンオキサイド化合物、アセトフェノン化合物等が挙げられる。水素引き抜き
型開始剤は、ベンゾフェノン化合物、チオキサントン化合物等が挙げられる。
【００６３】
　アシルフォスフィンオキサイド化合物は、例えば２，４，６-トリメチルベンゾイル-ジ
フェニル-フォスフィンオキサイドまたは２，４，６-トリメチルベンゾイル-ジフェニル
エトキシホスフィンオキサイド、ビス（２，４，６-トリメチルベンゾイル）-フェニルフ
ォスフィンオキサイド等が挙げられる。
【００６４】
　アセトフェノン化合物は、例えば２-(ジメチルアミノ)-1-(４-モルホリノフェニル)-２
-ベンジル-１-ブタノンまたは２-ジメチルアミノ）-２-（４メチルベンジル）-１^-４モ
ルホリノフェニル）ブタン-１オン、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］
－２－モルフォリノプロパン－１－オン、２-ヒドロキシ-１-[４-[４-(２-ヒドロキシ-２
-メチル-プロピオニル)-ベンジル]-フェニル]-２-メチル-プロパン-１-オンまたはオリゴ
[２-ヒドロキシ-２-メチル-１-[４-(１-メチルビニル)フェニル]プロパノン]等が挙げら
れる。
【００６５】
　ベンゾフェノン化合物は、例えば４，４’－ビス－（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン
、４，４’－ビス－（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン等の４，４’－ジアルキルアミノ
ベンゾフェノン類、４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニルスルフィド等が挙げられる
。
【００６６】
　チオキサントン化合物は、例えば２，４－ジエチルチオキサントン、２，４－ジメチル
チオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、２－イソプロピルチオキサン
トン、４－ジイソプロピルチオキサントン、２－イソプロピルチオキサントン、４－イソ
プロピルチオキサントン、２，４-ジクロロチオキサントン、２－クロロチオキサントン
、１－クロロ－４－プロポキシチオキサントン、２－ヒドロキシ－３－（３，４－ジメチ
ル－９－オキソ－９Ｈチオキサントン－２－イロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－プ
ロパンアミン塩酸塩等が挙げられる。
【００６７】
　その他として、例えば２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オン等が
挙げられる。
【００６８】
　光重合開始剤は、インキ中に３～２０質量％を配合するのが一般的である。
　光重合開始剤は、単独または２種類以上を併用できる。
【００６９】
　インキが光重合開始剤を含む場合、触媒を配合できる。触媒は、第三級アミン化合物が
好ましい。なお、第三級アミン化合物は、α－（ジメチル）アミノアルキルフェノン化合
物、α－モルフォリノアルキルフェノン化合物およびジアルキルアミノベンゾフェノン化
合物以外の化合物である。
【００７０】
　第三級アミン化合物は、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアニリ
ン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－p－トルイジン、４－（ジメチルアミノ）安息香酸エチル、Ｎ，
Ｎ－ジヒドロキシエチルアニリン、トリエチルアミンおよびＮ，Ｎ－ジメチルヘキシルア
ミン等が挙げられる。
【００７１】
　第三級アミン化合物は、目的の光重合開始剤の触媒効果が得られれば任意の含有量でイ
ンキ中に配合できる。第三級アミン化合物は、インキ中に０．３～５質量％を配合するの
が一般的である。
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　第三級アミン化合物は、単独または２種類以上を併用できる。
【００７２】
　インキは、さらに添加剤、体質顔料を配合できる。添加剤は、ワックス、重合禁止剤、
紫外線吸収剤、赤外線吸収剤、抗菌剤等が挙げられる。これらの添加剤は、単独または２
種類以上を併用できる。
【００７３】
　ワックスは、印刷物に耐摩擦性、ブロッキング防止、スベリ性、スリキズ防止性を付与
できる。ワックスは、天然ワックスおよび合成ワックスがある。天然ワックスは、例えば
カルナバワックス、木ろう、ラノリン、モンタンワックス、パラフィンワックス、マイク
ロクリスタリンワックス等が挙げられる。合成ワックスは、例えばフィッシャートロプス
ワックス、ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワックス、ポリテトラフルオロエチレ
ンワックス、ポリアミドワックスシリコーン化合物等が挙げられる。
【００７４】
　重合禁止剤は、印刷インキに保存安定性を付与できる。重合禁止剤は、例えば（アルキ
ル）フェノール、ハイドロキノン、カテコール、レゾルシン、p－メトキシフェノール、t
－ブチルカテコール、t－ブチルハイドロキノン、ピロガロール、１，１－ピクリルヒド
ラジル、フェノチアジン、p－ベンゾキノン、ニトロ_ソベンゼン、２，５－ジ－tert－ブ
チル－p－ベンゾキノン、ジチオベンゾイルジスルフィド、ピクリン酸、クペロン、アル
ミニウムＮ－ニトロソフェニルヒドロキシルアミン、トリ－p－ニトロフェニルメチル、
Ｎ－（３－オキシアニリノ－１，３－ジメチルブチリデン）アニリンオキシド、ジブチル
クレゾール、シクロヘキサノンオキシムクレゾール、グアヤコール、ｏ－イソプロピルフ
ェノール、ブチラルドキシム、メチルエチルケトキシム、シクロヘキサノンオキシム等が
挙げられる。
【００７５】
　体質顔料は、インキに粘度を付与できる。体質顔料は、例えば、炭酸カルシウム、炭酸
マグネシウム、硝酸マグネシウム、タルク、シリカ等が挙げられる。体質顔料は、単独ま
たは２種類以上を併用できる。
【００７６】
　体質顔料の配合量はインキ中に０．１～１０質量％程度である。添加剤の配合量は、イ
ンキ中にそれぞれ０．１～１０質量％程度である。
【００７７】
　インキの作製は、（メタ）アクリレート化合物、樹脂、顔料、一般式（１）で示される
化合物とを共に混練機に投入して撹拌混合を行い製造することができる。光重合開始剤、
光重合開始剤の触媒、添加剤、体質顔料等を使用する場合は、先の顔料等と共に混練機に
投入して撹拌混合を行い製造することができる。
混練機に投入する前、顔料等の各材料を予め配合し予備的な攪拌を加えた後、混練機に投
入しインキを製造することも好ましい。また、顔料以外の成分を予め（メタ）アクリレー
ト化合物へ各々溶解しワニスとして添加することも好ましい。また、フラッシング法を使
用してインキを製造することもできる。
【００７８】
　ワニスを作製する際は、顔料以外の成分を溶解する溶媒成分として（メタ）アクリレー
ト化合物を用いる。これにより樹脂の流動性が向上し顔料等の成分の混合性が向上する。
使用可能な（メタ）アクリレート化合物は前記載の（メタ）アクリレート化合物を用いる
ことができる。これらの（メタ）アクリレート化合物は、単独または２種類以上を併用で
きる。
【００７９】
　前記撹拌混合の際、適宜、冷却して温度を２０～１２０℃程度に保持すると品質の良い
インキが得やすくなる。混練機は、例えばニーダー、三本ロール、アトライター、サンド
ミル、ゲートミキサー、ニーダー等の練肉混合装置が挙げられる。
【００８０】
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　インキは、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの各色を基本色として、前述した顔
料から得られる色のインキを任意に作製できる。
【００８１】
　本発明の印刷物は、基材と、活性エネルギー線硬化型インキから形成されたインキ層を
備えている。
　インキ層の形成は、オフセット印刷、グラビア印刷、フレキソ印刷、スクリーン印刷等
、公知の印刷方法で使用できるところ、オフセット印刷が好ましい。なおオフセット印刷
は、平版印刷ともいう
　インキ層の厚みは、通常０．５～４μｍ程度である。
【００８２】
　基材は、印刷物に使用されている公知の素材を使用できる。基材は、例えば上質紙等の
非塗工紙、微塗工紙、アート紙、コート紙、軽量コート紙、キャストコート紙等の塗工紙
、白板紙、ボールコート等の板紙、合成紙、アルミ蒸着紙、およびポリプロピレン、ポリ
エチレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリ塩化ビニル等のプラスチックシートが挙げ
られる。
【００８３】
　インキは、印刷で形成したインキ層に対して活性エネルギー線を照射して乾燥（硬化）
することで硬化物としている。活性エネルギー線は、例えば紫外線、電子線、X線、α線
、β線、γ線のような電離放射線、マイクロ波、高周波等であるところ、ラジカル性活性
種を発生させ得るならばいかなるエネルギー線でも良く、可視光線、赤外線、レーザー光
線でもよい。紫外線の光源は、例えば超高圧水銀ランプ、高圧水銀ランプ、中圧水銀ラン
プ、低圧水銀ランプ、メタルハライドランプ、キセノンランプ、カーボンアークランプ、
ヘリウム・カドミニウムレーザー、YAGレーザー、エキシマレーザー、アルゴンレーザー
、LEDランプ等がある。光源は、オフセット印刷等の光硬化型インキに用いられるもので
あればよい。具体的には、例えば、メタルハライドランプ、水銀ランプなどでは４０Ｗ～
２４０Ｗ、ＬＥＤランプでは２Ｗ～２０Ｗ程度の光源が好ましい。なお、印刷速度、装置
構成上の印刷物とランプの距離、インキ層の乾燥状態に合わせ、光源の本数等を適宜調整
して使用できる。
【００８４】
　本発明の印刷物は、例えばフォーム用印刷物、各種書籍用印刷物、カルトン紙等の各種
包装用印刷物、各種プラスチック印刷物、シール／ラベル用印刷物、美術印刷物、金属印
刷物（美術印刷物、飲料缶印刷物、缶詰等の食品印刷物）、広告、チラシ、パンフレット
用印刷物などに使用できる。
【実施例】
【００８５】
　以下、実施例によって本発明を具体的に説明する。本実施例において「部」は「質量部
」、「％」は「質量％」を表す。また、表中の配合量は、質量部である。
【００８６】
１．樹脂ワニスの作製
　まず樹脂ワニスを製造した。ワニスは、ジアリルフタレート樹脂／ジトリメチロールプ
ロパンテトラアクリレート／ハイドロキノンを質量比で３０／６９．９／０．１の割合で
仕込み、空気気流下、１００℃で撹拌混合を行い溶解させて製造した。
【００８７】
２．活性エネルギー線硬化型印刷インキの作製
（実施例１）
　ピグメントブルー１５：３　１８．０部、化学式（１）で示される化合物０．９部、樹
脂ワニス４２．０部、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート１０．０部、ジトリメ
チロールプロパンテトラアクリレート１２．０部、エチレンオキサイド変性トリメチロー
ルプロパンテトラアクリレート７．０５部、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェ
ニル］－２－モロフォリノプロパン－１オン３．０部、４，４－ビス（ジエチルアミノ）
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ベンゾフェノン２．０部、２－メチル－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルフォ
リノ－１－プロパン１．０部、２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－フォス
フィンオキサイド１．０部、アルミニウムＮ－ニトロソフェニルヒドロキシルアミン０．
０５部、炭酸マグネシウム３．０部を測り取り、攪拌した後、３本ロールミルにて分散し
、ろ過を行うことでインキを得た。
【００８８】
（実施例２～６）
　実施例１の配合を表１に記載された通りに変更した以外は実施例１と同様の方法で行い
、それぞれ実施例２～９のインキを得た。
【００８９】
（比較例１～２）
　実施例１の配合を表１に記載された通りに変更した以外は実施例１と同様の方法で行い
、それぞれ比較例１～２のインキを得た。
【００９０】
　得られたインキについて以下の試験を実施した。
【００９１】
１．連続印刷適性（印刷紙面間の濃度、地汚れ）
　得られたインキについて、下記印刷機を使用して連続印刷テストを行い、それぞれ３０
００枚、８０００枚、１２０００枚、１６０００枚毎にサンプリングを行い印刷物の濃度
安定性、および印刷物の汚れ（地汚れ）の有無の目視観察、を実施した。評価基準は下記
の通りである。
＜地汚れ＞
〇：インキ層非形成部に汚れが無く、良好な印刷物が得られた。
△：インキ層非形成部にわすかに汚れたが実用可能な印刷物が得られた。
×：インキ層非形成部に汚れがあり、実用不可の印刷物が得られた。
【００９２】
＜濃度安定性＞
　上記同様に連続印刷テストを行い、印刷開始後２００枚目の印刷物の濃度値を基準とし
、各印刷枚数での印刷物べた部の濃度値を測定し、上記基準に対する濃度変化を比率で示
した。値が1に近いほど濃度を維持しており良好である。印刷物の濃度の測定はX-riteEXA
CT（D50、２度視野、ISOStatusE）（ビデオジェット・エックスライト社製）を用いた。
【００９３】
２．連続印刷適性（湿し水供給ローラの汚れ）
　得られたインキについて、上記同様に連続印刷テストを行い、それぞれ５０００枚、１
５０００枚、３００００枚で印刷機を停止し、湿し水供給ローラの汚れの状態を目視で確
認し、必要に応じて湿し水供給ローラを洗浄した。評価基準は、各枚数まで印刷するにあ
たり必要な洗浄回数として記載した。
（印刷条件）
・オフセット印刷機：ＬＩＴＨＲＯＮＥ２６（小森コーポレーション製）
・ＰＳ(presensitized　plate)版：ＸＰ－Ｆ(ＦＦＧＳ社製)
・用紙：パールコートＮ（三菱製紙社製）
・湿し水：水道水/アストロマーク３（日研化学研究所社製）/イソプロピルアルコール＝
９５重量％／２重量％／３重量％の比率で混合
・印刷条件:温度２５±１℃、印刷速度８０００枚/時
・印刷操作条件：湿し水供給装置の目盛りを印刷物に汚れが生じない最小値に設定した。
【００９４】
２．静置流動性評価
　得られたインキを２５℃雰囲気で６０°に傾けた真鍮製の傾斜板の上に３ｇ垂らし、イ
ンキの着地点から１０分間に流動した距離を測定し静置流動性として評価した。なお、評
価基準は、インキの流れた長さが長いほど良好であるとした。単位はｍｍで表記する。
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【００９５】
【表１】

 
【００９６】
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　表１の結果より実施例１～６は、静置流動性が良好である。また、連続印刷を行ったと
きに地汚れが少ないため損紙が少なく印刷物の生産性が向上する。また、連続印刷を行っ
たときにインキ層の濃度変化が抑制できたことで、一旦、印刷機を停止して洗浄を行う回
数を低減できる点でも印刷物の生産性が向上する。
　一方、比較例１および２は、化学式（１）で示される化合物を含まないため、インキの
静置流動性が従来同様であった。また、連続印刷の際、インキ中で顔料を微細な分散状態
に保つことができないため、上記効果が得られず生産性を向上させることが出来なかった
。

 
【手続補正書】
【提出日】平成29年5月31日(2017.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で示される化合物、（メタ）アクリレート化合物、樹脂および顔料を
含有する、活性エネルギー線硬化型インキであって、
樹脂が、ジアリルフタレート樹脂である活性エネルギー線硬化型インキ。
一般式（１）
　　　Ｑ－（－Ｘ－Ｙ）ｎ
（式中、Ｑはｎ価の有機色素残基、ｎは１～４の整数、Ｘは直接結合（Ｘを介さずＱ－Ｙ
となるもの）、－ＣＯＮＨ－Ｙ２－、－ＳＯ2ＮＨ－Ｙ２－または－ＣＨ2ＮＨＣＯＣＨ2

ＮＨ－Ｙ２－、ただしＹ２は直接結合（Ｙ２を介さずＹと結合する）、または置換基を有
してもよいアルキレン基またはアリーレン基、Ｙは、下記一般式（２）で示される基）
一般式（２）

【化１】

（式中、Ｙ３は、水素原子、ハロゲン原子、－ＮＯ2、－ＮＨ2または－ＳＯ3Ｈ、ｋは１
～４の整数、ｋ＝１～３の場合、Ｙ３はベンゼン環のカルボキシル基結合部位を除く任意
の位置に結合、ただし、Ｙ３が水素原子の場合はｋは４、その他の場合でｋが１～３の場
合は残りのＹ３は水素原子、ｍは１～６の整数を表す。）
【請求項２】
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　活性エネルギー線硬化型インキ中に前記一般式（１）で示される化合物を０．０１～１
０質量％含む、請求項１記載の活性エネルギー線硬化型インキ。
【請求項３】
　オフセット印刷用インキであることを特徴とする、請求項１または２記載の活性エネル
ギー線硬化型インキ。
【請求項４】
　基材と、請求項１～３いずれか記載の活性エネルギー線硬化型インキの硬化物であるイ
ンキ層とを備えた、印刷物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
本発明の活性エネルギー線硬化型インキは、下記一般式（１）で示される化合物、（メタ
）アクリレート化合物、ジアリルフタレート樹脂および顔料を含有する。
一般式（１）
　　Ｑ－（－Ｘ－Ｙ）ｎ
（式中、Ｑはｎ価の有機色素残基、ｎは１～４の整数、Ｘは直接結合（Ｘを介さずＱ－Ｙ
となるもの）、－ＣＯＮＨ－Ｙ２－、－ＳＯ2ＮＨ－Ｙ２－または－ＣＨ2ＮＨＣＯＣＨ2

ＮＨ－Ｙ２－、ただしＹ２は直接結合（Ｙ２を介さずＹと結合する）、または置換基を有
してもよいアルキレン基またはアリーレン基、Ｙは、下記一般式（２）で示される基）
一般式（２）
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